００－００－０００００　りんくはじめ
　西洋の美術は、長い間写実性を基本としてきた。絵空事ではない現実そのものを表現しようとしたのだ。
　しかし、１９世紀半ばにフランスで新しい動きが起こった。印象派の運動である。これは、従来の絵画の常識をくつがえす革新的なものであった。
　この運動に日本の浮世絵が重要な影響を与えたことはよく知られている。印象派の先駆者であるモネをはじめ、近代の多くの作家の絵には、立体感をおさえた平面的な画面、明るい色彩、細部を省略した書き方、大胆な構図など浮世絵の影響がよく表れている。単なる異国に対する憧れや、もの珍しさだけから日本絵画が注目されたのではない。
　日本の文化（ｃｕｌｔｕｒｅ）が、世界に対してこれほど大きな貢献をしたことはなかった。歴史的な事件といってよい。ところが、そのころ日本では、何とか西洋絵画の技法を吸収しようとやっきになり、伝統的な日本絵画を軽視する風潮さえあった。何とも皮肉な話である。
